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は
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め
　
に

　
三
春
町
は
阿
武
隈
山
系
の
西
端
部
に
位
置
し
、
西
は
工
業
的
集
積
が
進
ん
で
い
る
郡
山
市
に
接
す
る
、
人
口
一
万
九
千
人
足
ら
ず
の
町
で
あ

る
。
主
要
な
産
業
は
養
蚕
、
葉
煙
草
な
ど
を
主
と
す
る
農
業
で
あ
る
が
、
高
度
成
長
期
に
は
例
に
も
れ
ず
、
企
業
の
農
村
進
出
に
よ
り
一
定
の

工
業
的
展
開
が
進
ん
だ
。
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
よ
う
に
、
高
度
成
長
期
前
に
は
製
造
業
雇
用
労
働
者
は
僅
か
四
百
人
足
ら
ず
で
あ
っ
た
も
の

が
、
高
度
成
長
期
を
通
し
て
千
八
百
名
に
達
す
る
ほ
ど
に
な
る
。
こ
の
農
村
部
に
お
け
る
工
業
的
展
開
は
い
か
な
る
特
徴
を
も
っ
て
進
め
ら
れ

て
き
た
か
、
そ
し
て
地
域
と
い
か
な
る
連
関
を
も
っ
て
い
る
の
か
一
こ
れ
が
本
調
査
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
。

　
本
調
査
は
、
一
九
七
七
年
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
高
度
成
長
も
終
焉
し
、
七
四
・
七
五
年
不
況
が
未
だ
完
全
に
は
回
復
し
終



っ
て
い
な
い
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
調
査
結
果
に
一
定
の
特
質
を
付
与
さ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
調
査
内
容
は
、
該
当
項
目
に
お

い
て
詳
述
さ
れ
る
が
、
第
一
は
企
業
調
査
、
第
二
は
従
業
者
調
査
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
結
果
の
分
析
に
先
立
っ
て
、
三
春
町
の
製
造
業
の
展

開
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
三
春
町
に
お
け
る
製
造
業
の
展
開
の
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観
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製
造
業
の
展
開
を
概
観
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
就
業
者
全
体
に
お
け
る
製
造
業
就
業
者
の
位
置
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
就
業
者
構
成
は
表
1
に
示
さ
れ
る
。
就
業
者
総
数
は
一
九
五
五
年
一
一
、
〇
一
六
人
か
ら
一
九
七
五
年
九
、
八
コ
二
人
と
二
〇
年
間
で
約
一
、

二
〇
〇
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
減
少
の
主
要
因
は
、
農
業
就
業
者
の
減
少
で
あ
り
、
一
九
五
五
年
六
、
七
四
九
人
か
ら
七
五
年
三
、
六

四
四
人
と
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
製
造
業
就
業
者
は
一
九
五
五
年
に
僅
か
七
五
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
七
五
年
一
、
九
二
四
人
と
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四

二
・
五
六
倍
に
急
増
し
て
い
る
（
不
況
を
反
映
し
て
七
〇
年
か
ら
七
五
年
に
は
減
少
が
示
さ
れ
る
）
。
　
一
九
五
五
年
に
は
製
造
業
就
業
者
の
構

成
は
僅
か
六
・
八
％
に
す
ぎ
ず
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
よ
り
低
い
構
成
で
あ
っ
た
が
、
七
〇
年
に
は
一
八
．
六
％
に
達
し
、
そ
れ
ら
を

上
ま
わ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
七
五
年
に
は
不
況
を
反
映
し
て
製
造
業
就
業
者
は
増
加
し
な
い
も
の
の
一
九
．
六
％
の
構
成
を
と
り
、
農
業

就
業
者
の
構
成
三
七
・
一
％
の
半
数
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
。
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り
展
開
の
概
観
と
変
化
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
五
七
年
以
降
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
常
用
労
働
者
数
の
推
移
は
、
表
2
、
図
1
に
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
三
春
町
の
工
業
的
展

開
を
時
期
区
分
す
る
と
、
第
一
期
一
九
六
二
年
ま
で
、
第
二
期
六
三
年
か
ら
六
九
年
ま
で
、
第
三
期
七
〇
年
以
降
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
期
は
工
業
的
展
開
が
未
だ
み
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
る
。
事
業
所
数
は
八
○
を
前
後
し
、
従
業
者
数
の
伸
び
も
小
さ
い
。
そ
し
て
常
用
労
働

者
も
日
本
化
学
三
春
工
場
の
男
子
常
用
労
働
者
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
第
二
期
に
入
る
と
工
業
的
展
開
が
始
ま
る
。
事
業
所
数
は
一
〇
〇
を

超
え
、
減
少
し
た
と
し
て
も
九
七
～
八
を
前
後
す
る
。
従
業
者
数
、
常
用
労
働
者
数
も
急
増
す
る
。
そ
し
て
男
女
別
に
み
る
と
男
子
常
用
労
働

者
が
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
な
い
の
に
対
し
、
女
子
常
用
労
働
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
六
六
年
に
は
女
子
は
男
子
を
う
わ
ま
わ
り
、
以

降
も
増
加
が
続
く
。
こ
れ
は
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
よ
う
に
、
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
、
レ
ー
ス
製
造
業
を
主
体
と
し
た
繊
維
工
業
の
展
開
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
る
。
第
三
期
は
繊
維
工
業
の
頭
打
ち
に
よ
る
女
子
常
用
労
働
者
数
の
伸
び
の
低
下
・
停
滞
、
そ
し
て
男
子
常
用
労
働
者
数
の
停

滞
と
こ
の
推
移
が
七
二
年
頃
ま
で
続
い
た
の
ち
、
徐
々
に
男
子
常
用
労
働
者
が
増
大
し
て
い
き
、
新
た
な
工
業
的
展
開
を
示
す
時
期
と
な
る
。

　
　
ω
　
一
九
六
〇
年
代
開
発
第
一
期
の
特
徴

　
前
項
で
み
た
よ
う
に
三
春
町
の
工
業
的
展
開
の
第
一
期
は
一
九
六
三
年
を
画
期
と
し
て
進
む
。
そ
こ
で
そ
の
前
後
の
工
業
編
成
を
表
3
、
4

で
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
六
〇
年
時
点
を
み
る
と
、
日
本
化
学
三
春
工
場
の
位
置
が
圧
倒
的
に
大
き
い
。
従
業
者
数
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
よ
そ
二
五

〇
人
前
後
と
み
ら
れ
、
三
春
町
の
従
業
者
数
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
掲
出
は
し
て
い
な
い
が
製
造
品
出
荷
額
等
で
は

六
割
に
達
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
食
料
品
製
造
業
（
産
業
分
類
番
号
1
8
・
1
9
、
以
下
同
じ
）
、
家
具
・
建
具
製
造
業
（
2
2
）
は
、
事

業
所
数
・
従
業
者
数
と
も
比
較
的
多
い
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
町
の
日
常
的
な
消
費
需
要
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
成
は

六
二
年
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
三
年
に
繊
維
工
業
（
2
0
）
が
拡
大
し
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
事
業
所
数
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三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
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③
　
一
九
七
〇
年
代
開
発
第
二
期
に
お
け
る
変
化
と
そ
の
特
徴

・
従
業
者
数
と
も
繊
維
工
業
に
お
い
て
一
挙
に
増
大
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
の
導
入
、
レ
ー
ス
製
造
業
（
六
五
年
、
平

岡
レ
ー
ス
設
立
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
、
レ
ー
ス
製
造
業
の
導
入
に
よ
り
、
従

来
の
工
業
編
成
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
特
徴
は
六
〇
年
代
末
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

表3　事　業　所　数

業
類
号

産
分
番

1960 1962 1963　　　　　　　　1965

実編成比類1構成比…実数：構成比…実撫成比、
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生
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（資料）『工業統計調査報告』

　表4　従　業　者　数

産業
分類1

1960 1962 1963 1965

番号麟騨鶏構成比1実数：構成比：実数i構成比1

18．19
20
21

22

23
24
25
26
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31

32
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36
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ゆ
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∫
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あ
5
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エ
　
3
　
　
3
2
∫
話
n
…

7
9
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1
1
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1
3
7
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1
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28
V2

轤
V
4
1
2
n
3
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∫
　
躬
　
1
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1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

六



　
　
　
　
1
　
概
　
　
観

　
第
一
期
が
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
な
ど
繊
維
工
業
の
展
開
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
期
は
電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
3
5
）
の

展
開
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
第
一
期
を
主
導
し
た
繊
維
工
業
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
推
移
を
表
5
、
6
に
よ

っ
て
み
よ
う
。

表5事業所数
19661197111972i197311974い976
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（資料）三春町役場資料

　表6従業者数
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　23　1　　　19　　　16　　　18
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2513414111・

　26　　1　　282；　　292　　　258
　　　　卜　　　i

28　1
29　1　　　i　　　　　　　2

　30　　　　　　41　　　　56　　　　57

　33　　　　　121　　　13　　　　19
　　　　　　　　　　ヒ
　　　　ド

34123…3549111411紹363
1引g31124147

総釧1・34311・64・1・765

　
事
業
所
総
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
を
み
せ
て
い
な
い
が
、
従
業
者
総
数
は
七
三
年
ま
で
増
加
を
示
し
、
七
四
．
七
五
年
不
況
に
よ
り
減
少
し
、

七
六
年
に
は
若
干
増
加
に
転
ず
る
。
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
い
だ
せ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
六
三
年
を
起
点
と
す
る
繊
維
工
業
の
展
開
は
七
〇
年
代
は
じ
め
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
以
降
縮
小
過
程
に
入
っ
て
い
く
。
事
業

　
　
　
－
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

所
数
は
七
一
年
一
五
を
数
え
、
従
業
者
数
は
五
三
〇
人
に
達
す
る
が
、
以
降
減
少
を
た
ど
り
、
七
六
年
に
は
一
〇
事
業
所
、
従
業
者
三
四
一
人

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
期
を
主
導
し
た
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
、
レ
ー
ス
製
造
業
な
ど
の
繊
維
工
業
は
大
き
な
試
練
に
立
た
さ
れ
る
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
業
（
2
1
）
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
の
業
種
は
事
業
所
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
七

一
年
三
事
業
所
か
ら
七
六
年
六
事
業
所
に
増
加
し
、
従
業
者
数
一
〇
六
人
か
ら
一
七
〇
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
縫
製
業
の
展
開
が

み
ら
れ
、
繊
維
工
業
の
停
滞
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
3
5
）
の
導
入
と
拡
大
で
あ
る
。
こ
の
業
種
の
本
格
的
展
開
は
六
八
年
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る

が
、
六
七
年
一
事
業
所
四
二
人
で
あ
っ
た
の
が
、
七
一
年
五
事
業
一
八
八
人
、
七
二
年
六
事
業
所
三
六
三
人
と
増
加
し
、
七
六
年
に
は
六
事
業

所
四
四
〇
人
に
達
し
、
従
業
者
数
と
し
て
は
首
位
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
三
業
種
の
う
ち
、
繊
維
工
業
、
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
業
は
圧
倒
的
に
女
子
労
働
力
依
存
型
で
あ
る
。
そ
し

て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
電
気
機
械
器
具
製
造
業
も
女
子
労
働
力
依
存
に
傾
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
七
六
年
に
操
業
を
開
始
し
た
自
動
車
部
品

製
造
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
（
3
6
）
の
一
事
業
所
（
曙
ブ
レ
ー
キ
）
は
、
若
年
男
子
労
働
力
型
で
あ
り
、
こ
こ
に
工
業
的
展
開
の
新
た
な

特
徴
が
加
わ
る
。
開
発
第
二
期
は
以
上
の
よ
う
な
新
た
な
特
徴
を
も
っ
て
展
開
し
て
き
た
が
、
七
四
・
七
五
年
不
況
は
三
春
町
の
工
業
的
展
開

に
も
色
濃
く
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
従
業
者
数
の
増
勢
を
制
約
し
、
減
少
せ
し
め
て
い
る
。

　
　
　
　
2
　
業
種
別
に
み
た
事
業
所
の
生
成
と
消
滅
状
況

　
三
春
町
の
事
業
所
数
の
推
移
を
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
推
移
の
も
と
で
事
業
所
の
生
成
と
消

滅
が
は
げ
し
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
製
造
業
全
体
の
事
業
所
の
生
成
・
消
滅
状
況
を
み
る
と
、
表
7
に
示
さ
れ
る
。
表
の
最
下
欄
は
各
調
査
年
次
の
事
業
所
総
数
で
あ
る
。
そ
し

て
、
生
成
年
次
別
、
調
査
年
次
別
の
事
業
所
数
が
示
さ
れ
る
。
六
六
年
以
前
生
成
の
事
業
所
数
は
六
六
年
に
九
八
、
順
次
少
し
ず
つ
消
滅
し
て



表7　製造業全体の事業所の生成と消滅状況
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n
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男
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74｛’76
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V1
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O
数

　
　
　
　
　
　
以

パ
～
削
～
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年

73
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V1

U7
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（資料）三春町役場資料

　
六
六
年
か
ら
七
六
年
ま
で
に
生
成
し
た
五

三
事
業
所
を
業
種
別
に
み
る
と
表
8
に
示
さ

れ
る
。
生
成
数
の
多
い
業
種
は
、
繊
維
工
業

（
2
0
）
、
金
属
製
品
製
造
業
（
3
3
）
、
電
気
機

械
器
具
製
造
業
（
3
5
）
、
衣
服
・
繊
維
製
品

製
造
業
（
2
1
）
で
あ
る
。

　
生
成
事
業
所
を
規
模
別
に
み
る
と
表
9
に

い
き
、
七
六
年
に
は
六
三
が
残
存
す
る
。
六
六
年
以
前
生
成
の
事
業
所
は
こ
の
一
〇
年
間
に

三
分
の
一
が
消
滅
し
、
三
分
の
二
が
残
存
す
る
。
六
六
年
以
降
の
推
移
は
表
に
示
さ
れ
る
通

り
で
あ
る
。
六
六
年
か
ら
七
六
年
ま
で
に
生
成
し
た
事
業
所
を
総
括
す
る
と
五
三
事
業
所
、

こ
の
う
ち
一
九
事
業
が
消
滅
し
て
三
四
事
業
所
が
残
存
す
る
。
六
六
年
以
前
生
成
の
事
業
所

の
う
ち
消
滅
し
た
の
が
三
五
事
業
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
〇
年
間
に
五
四
事
業
が
消
滅
し

た
こ
と
と
な
り
、
こ
の
間
に
生
成
し
た
事
業
所
数
と
ほ
ぼ
同
じ
事
業
所
数
と
な
る
。

　　　　　¶

74～76総数
　　　　　1

表8　業種別年次別生成事業所数
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表9　規模別年次別生成事業所数
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1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

九



　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

示
さ
れ
る
。
生
成
の
多
い
規
模
は
一
～
三
人
規
模
、
四
～
九
人
規
模
で
、
高
度
成
長
期
に
零
細
事
業
所
が
簇
生
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
次
に
、
生
成
と
消
滅
の
状
況
を
業
種
別
に
み
て
類
型
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
類
型
H
生
成
と
消
滅
の
交
代
が
顕
著
な
業
種
－

繊
維
工
業
、
金
属
製
品
製
造
業
、
第
二
類
型
“
生
成
は
ほ
と
ん
ど
な
く
減
少
を
た
ど
る
業
種
1
食
料
品
製
造
業
、
第
三
類
型
”
消
滅
は
僅
か
で

生
成
．
増
加
を
た
ど
る
業
種
－
衣
服
．
繊
維
製
品
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
第
四
類
型
”
生
成
も
消
滅
も
示
さ
な
い
業
種
”
機
械
器

具
製
造
業
、
と
な
る
。

　
第
一
類
型
の
繊
維
工
業
は
表
1
0
に
示
さ
れ
る
。
六
六
年
以
前
生
成
事
業
所
は
六
六
年
時
点
で
一
二
、
順
次
減
少
し
て
七
六
年
に
は
五
事
業
所

が
残
る
だ
け
と
な
る
。
そ
し
て
、
六
六
年
か
ら
七
六
年
ま
で
に
生
成
し
た
事
業
所
数
は
一
〇
、
こ
の
間
に
五
事
業
所
が
消
滅
し
、
五
事
業
所
が

残
る
。
金
属
製
品
製
造
業
も
こ
の
類
型
に
入
り
、
そ
の
状
況
は
表
n
に
示
さ
れ
る
。

表10繊維工業における事業所の生成

　　　　消滅状況
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8
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5
　
　
1
　
　
9
　
　
5

　
　
　
1
一
－
，
2
一
－

12

12

74～76
73～74
72～73
71～72
67～71
66削67
166年以前

1総数

表11金属製品製造業における事業所の

　　　生成・消滅状況

74176721736717】
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総
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表12　食料品製造業における事業所の

　　　生成・消滅状況

76747372767翠蓑＼報66

…
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1
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1
14r14
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141515

151　　151　　14

17
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17
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74～76
73｛’74

72～73
71～72
67～71
66～67
166年以前

1総数



第
二
類
型
の
食
料
品
製
造
業
は
表
1
2
に
示
さ
れ
る
。

し
ず
つ
消
滅
し
て
い
く
。

76

2
1
　
一
一1
1

2

6

こ
の
業
種
は
六
六
年
以
降
に
生
成
す
る
事
業
所
は
な
く
、
六
六
年
以
前
の
事
業
所
が
少

維製品製造業の事業所

消滅状況

表13衣服・繊衣服・

の生成

731747117267

勲
．
－

－
　
一
2
5

，
L
－
」
i
2
一
一
4

　
　
1
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一
2
4

一
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－
I
－
一
．
一
－
！
η
－
嗣
2
1
ぞ

2
　
　
n
∠

6ろ劃
％
四

生
年

＼
　
～
パ

査
次調

年
　
四
7
3
72～73
71～72
67～71
66～67
66年以前・　2

総数12

表14　電気機械器具製造業の事業所の

　　　生成・消滅状況

7672　173　1747167
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一
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1
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1
2
　
一
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↑
1
6

1
」
z
コ
」
ユ
ー
「
対
6
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一
3
　
一
1
4

3
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1
　
　
1
　
　
n
∠

蕩＼生成i66
　　　、年次1

　　　　　［
74～76．
73＿741
　　　　　1

72削731

71～72
67～　71

66パ67
66年以前

総　　数

表15　機械器具製造業の事業所の生成

　　　消滅状況

76747371172i翠蓑＼額16667

－
　
一
一
一

－
　
一
3
5

一
1

「
－

74飼76
73～74／

！72～731

！71～72
167－71

66－6711一一「一…一
66年嘱3i3313i313
総数t3i3t4い14、4

か
ら
七
六
年
ま
で
に
六
事
業
所
が
生
成
す
る
が
、
消
滅
は
二
事
業
所
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
類
型
の
電
気
機
械
器
具
製
造
業
は
表
1
4
に
示
さ
れ
る
。

　
第
四
類
型
の
機
械
器
具
製
造
業
は
表
1
5
に
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
六
六
年
以
前
の
三
事
業
所
が
七
六
年
ま
で
存
続
し
、
ま
た
六
六
年
か
ら
七

六
年
ま
で
の
生
成
事
業
所
二
は
七
六
年
ま
で
存
続
す
る
。

　
　
　
　
3
　
主
要
業
種
の
展
開
状
況

　
前
項
で
は
事
業
所
の
生
成
と
消
滅
の
状
況
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
各
事
業
所
の
従
業
者
数
の
推
移
を
通
し
て
各
業
種
の
変
動
過
程
を
検

　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
第
三
類
型
の
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
業
は
表
1
3
に
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
六
六
年
以
前
の
二
事
業
所
が
七
六
年
ま
で
存
続
し
、
ま
た
六
六
年



業
種
を
な
し
て
お
り
、
六
七
年
時
点
で
み
る
と
従
業
者
数
三
三
二
人
は
製
造
業
従
業
者
総
数
一
、
三
四
三
人
の
二
四
・
七
％
を
占
め
る
。
し
か

表16繊維工業事業所の従業者数の推移

票分魏禰66年67年171年
　ド
202①（，卜計）

2・4P②
（小計）

205i③
　l
　l④
　！
　　⑤
　　⑥

　　⑦

　　⑧

　　⑨

　　⑩

　　⑪

　　⑫

　　⑬

　　⑭

　　⑮

　　⑯

　　⑰

24　　241

（24）、（24）

　「　　　19
1　（19）

　6
67

10

38

17

17

65

105

85

12

30

19

19

57

104

6

72年

23

（23）

173年74年

　　l
l（2111（2：1

　　　　　31　3一
　　　　　　1
　　　　　5　　5
　　　　　　i
　　　　　4　　3－
　　　　　28　　26
　　　　　46F40

　　　　　64：　731
　　　　　　1　　　1
　　　　　1

　　　　　51　4
　　　　　2・　　1

　　　　　2　　2　　　　　　「
　　　　　28；　27
　　　　　　1
　　　　　　1
　　　　（188）’（124）
　　　　　　卜
　　　　　　1
　　　　　1：
　　　　（1）1

　　　　226　187
　　　　　　　5
　　　　（226）　（192）

　　　5
　　　3
　　　2

　　　48

　　　3
　　　5
　　　8
　　　24
　　　46
　　　83

　　　1

　　　1
　　（1）

　　240・

　　（228）

　11

　55

　9

　8
22

51

87

　1

　8
　3
　3
　6

（1）

256

　　（240）

76年

）
⑱
⑲
）
⑳
⑳
）
㊧
）
数

計
　
　
計
　
　
計
　
計

ペ
ノ
の
　
　

ヤ
　
　
　

ヤ
ロ
ノ
　
ヤ

4
0
　
　
イ
0
　
　
4
0
刈

（
2
　
（
2
　
（
2
（
総

（325），（332）（254）

　11　　11　　1

（1）（1）

12α　177

（120）

　11
（11）

481

（177）（256）

　1
　81
（8）

542　530： 492 433 404

20

（20）

【
ノ
7
6
4

　
2
4
7

　14
（168）

147

　6
（153）

341

（注）202：紡績業　204：織物業

205：メリヤス製造業　206：染色製造業

208：レース製造業　209：その他の繊維工業

　
　
　
－
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

討
す
る
こ
と
と
す
る
。
検
討
の
対
象
は
七
〇
年
代
の
展
開
を
特
徴
付
け
て
い
る
繊
維
工
業
、
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具
製
造

業
で
あ
る
。

　
繊
維
工
業
の
各
事
業
所
の
従
業
者
数
の
推
移
は
、
表
1
6
に
示
さ
れ
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
は
三
春
町
の
主
要
な



し
・
こ
の
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
は
七
・
年
代
笑
っ
て
太
き
菌
讐
ぶ
つ
か
る
．
篁
に
六
六
年
時
点
で
す
で
に
馨
さ
れ
て
い
た
か
督
規

模
の
大
き
い
事
業
所
の
い
く
つ
か
が
七
五
－
七
六
年
ご
ろ
箔
攣
る
か
、
あ
る
い
は
存
続
し
て
も
人
員
を
削
減
さ
せ
る
か
し
て
い
る
．
事
業

所
番
号
④
は
六
七
年
八
五
人
に
達
し
て
い
た
が
、
七
一
年
に
五
五
人
と
縮
小
し
、
七
一
二
年
に
は
廃
業
す
る
。
事
業
所
番
号
⑥
は
、
六
六
年
一
二
八

人
か
ら
七
。
年
代
に
は
僅
か
五
人
と
縮
小
し
七
五
年
な
い
し
七
六
年
に
廃
業
す
る
．
事
業
所
番
号
⑤
も
同
じ
推
移
を
た
ど
る
．
事
業
所
番
号
⑦

⑨
⑩
は
七
六
年
ま
で
霧
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
き
び
し
い
合
削
婆
進
め
て
い
る
．
こ
の
な
か
で
⑧
だ
け
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ

も
僅
か
な
増
員
で
あ
る
。
第
二
に
七
〇
年
代
初
頭
に
零
細
な
事
業
所
が
生
成
す
る
が
、
七
六
年
ま
で
存
続
す
る
の
は
少
な
く
、
多
く
が
消
滅
し

て
い
る
・
事
業
所
番
号
⑪
⑫
⑬
票
そ
れ
を
示
す
．
存
続
す
る
⑭
に
し
て
も
⑮
に
し
て
も
従
業
者
天
羨
る
．
こ
の
よ
う
に
七
〇
年
袋
入

っ
て
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
。

繊
維
工
業
の
も
う
ひ
と
つ
の
奪
あ
る
Y
ス
製
造
業
堅
ハ
・
年
代
末
か
ら
徐
々
に
人
員
を
増
加
さ
せ
る
が
、
七
一
年
二
五
六
人
で
も
っ
て

ピ
ー
ク
に
達
し
・
以
降
人
員
削
減
を
進
め
七
六
年
に
は
一
四
七
人
と
な
る
。
こ
れ
は
主
に
補
修
工
程
、
検
査
部
門
を
下
請
、
内
職
に
移
す
こ
と

に
よ
り
⑳
で
か
か
え
る
人
員
を
削
減
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
．
茜
年
護
立
さ
れ
る
事
業
所
番
号
⑳
は
⑳
の
下
請
部
門
で
あ
る
．

衣
服
叡
維
製
品
製
造
業
は
書
に
示
さ
れ
る
．
六
・
年
代
睦
め
量
業
所
番
号
①
が
設
立
さ
れ
る
が
、
七
・
年
代
は
じ
め
ま
で
こ
の
事

業
所
だ
け
で
あ
っ
た
・
つ
い
で
②
が
設
立
さ
れ
、
引
き
続
い
て
い
く
つ
か
の
事
業
所
が
設
立
さ
れ
て
い
く
．
事
業
所
数
と
し
て
は
六
六
隻
か

ら
六
七
年
五
へ
増
加
し
、
従
業
者
数
も
一
〇
一
人
か
ら
一
六
八
人
と
増
加
を
た
ど
る
。
そ
の
点
で
は
縫
製
業
は
拡
大
に
向
っ
て
き
た
と
い
え

る
。
し
か
し
・
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
推
移
を
み
る
と
単
純
で
は
な
い
。
事
業
所
番
号
①
は
最
大
の
規
模
で
あ
る
が
、
六
六
年
一
〇
一
人
か
ら

七
三
年
六
七
人
と
縮
小
す
る
が
、
以
後
再
び
上
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
七
六
年
時
点
で
八
六
人
に
と
叢
っ
て
い
る
．
こ
れ
に
対
し
②

は
徐
々
に
人
員
を
増
加
さ
せ
て
い
る
．
さ
ら
に
③
④
の
よ
う
華
細
事
業
所
は
肇
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
．
そ
し
て
、
七
六
年
譲
⑥
⑦
の

よ
う
な
零
細
事
業
所
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
縫
製
業
も
消
長
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ニ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
三
春

町
へ
の
進
出
は
事
業
所
番
号
④
か
ら
本
格
化
す
る
（
①
は
、
六
六
、
六
七
年
に
は
機
械
器
具
製
造
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
②
は
す
ぐ
廃

業
）
。
④
は
、
七
二
年
に
一
九
八
人
に
ま
で
達
し
、
増
減
を
示
し
つ
つ
七
六
年
一
六
〇
人
と
な
る
。
つ
い
で
⑥
⑦
⑧
が
進
出
し
、
と
く
に
⑥
は
人
員

を
拡
大
し
、
七
六
年
に
は
一
三
六
人
に
達
す
る
。
こ
う
し
て
こ
の
業
種
は
七
六
年
四
四
〇
人
に
達
す
る
主
要
な
部
門
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
七
六
年
に
工
業
団
地
で
操
業
開
始
し
た
自
動
車
部
品
製
造
の
事
業
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

表17　衣服・繊維製品製造業事業所の従業者数の推移

票分輪禰66年

211
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

（小計）

215　⑧
（小計）

総　　数

101

（101）

　　2一

（2）I

　　I
　103

67年

95

（95）一

　2
（2）

9
7
1

71年172年173年74年176年

6
8
　
　
　
　－

7
n
∠

0
7
3
　
　
－
I
1

7
2

7
7
6
3
8

4
9
　1
1

8
3
　1
1

6
9
8
4

6
8
9

（1・4）…（1・・）」（112）1（145）1（168）

　2
（2）

106

　2　　　2・

（2）1（2）

102［114

　2一

（2）

147

　2
（2）

168

（注）211：外衣製造業　213：帽子製造業

表18　電気機械器具製造業事業所の従業者数の推移

票分義喜業算66年167年7i年172年173年

　　ド354P①
　　　霧

　　　④
（小声）

3551⑤
（小1計）

357　⑥

　　　⑦

　　　⑧
（小計）

総　　数

11112116r16r
　　　　　　　　　　I
　　　　421　　　　「

　　　　　I　　l9　　　7－

　　　　　　1141198…
（11）（54）1（149）（121）

　　　　1　　　」

　　　　　　351981

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　1
　　　　　（35）　　（98）

1154…184P3191

16

　　4

　155

（175）

　73

　12

　84
（169）

　344、

74年

17

　118一

（135）

　11
（11）

　76
　13

　75
（164）「

　3101

　　1

176年
F

15

　160

（175）

　25
（25）

　136

　221

　821
（240）1

　4401

（注）354：通信機械器具製造業

　　355：電子応用装置製造業

　　357：電子機器用および通信機器用部分品製造業

　
最
後
に
、
最

近
の
進
出
企
業

で
あ
る
電
気
機

械
器
具
製
造
業

を
表
1
8
で
み
て

み
よ
う
。
三
春

町
の
電
気
機
械

器
具
製
造
業

は
、
通
信
機
械

器
具
製
造
業
と

電
子
機
器
用
通

信
機
器
用
部
分

品
製
造
業
が
主

一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

四



　
コ

　
皿
　
小
　
　
括

郭
わ
れ
は
』
蓑
で
三
壽
の
垂
的
展
開
の
概
撃
宴
い
、
そ
こ
で
の
特
警
み
て
き
た
．
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

、
三
春
町
の
工
業
的
展
開
竺
九
六
（
）
年
代
含
め
、
年
次
と
し
て
は
六
三
年
を
画
期
と
し
て
進
ん
だ
．
そ
れ
を
支
え
た
主
な
業
種
は
メ

リ
ヤ
ス
製
造
業
を
中
心
と
す
る
繊
維
工
業
で
あ
っ
た
。

2
し
か
し
・
こ
の
展
開
竺
九
七
。
年
代
に
入
っ
て
様
相
を
変
化
喜
る
．
そ
れ
ま
で
展
開
を
主
導
し
て
き
た
繊
維
工
業
は
七
〇
年
を
画

期
と
し
て
停
滞
に
入
り
・
従
業
者
を
縮
小
喜
る
こ
と
と
馨
．
そ
し
て
、
こ
れ
に
代
っ
て
衣
服
．
繊
維
製
品
製
造
業
福
長
し
、
要
所
数

．
従
業
者
数
ξ
増
加
喜
て
い
く
・
さ
畠
七
一
一
年
を
鶏
と
し
て
電
気
機
器
量
造
業
の
伸
展
が
進
み
、
一
二
春
町
工
業
の
妻
程

の
ひ
と
つ
と
な
る
。
そ
し
て
七
六
年
に
は
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
が
設
立
さ
れ
る
。

3
こ
う
し
て
・
三
春
町
の
工
業
的
展
開
は
徐
々
に
在
来
の
繊
維
工
業
か
農
村
部
進
出
の
機
械
関
係
工
業
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
．
こ
の
展

開
の
特
徴
は
三
春
町
の
農
慧
と
い
か
な
る
連
関
宅
っ
て
進
ん
で
い
る
か
の
検
討
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
三
春
町
に
お
け
る
主
要
企
業
の
分
析

　
コ

　
一
　
調
査
の
概
要

郭
わ
れ
は
・
三
喬
の
製
造
業
九
七
要
所
（
五
七
六
年
現
在
）
の
う
ち
、
代
表
的
な
要
所
二
七
社
羨
ん
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
な
っ
た
・
そ
の
内
容
は
・
企
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
、
企
業
調
査
蕗
称
）
と
そ
の
企
業
の
従
業
者
個
々
人
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
、
従
業
者
調
査
と
略
称
）
で
あ
る
が
、
企
業
選
択
の
基
一
準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
中
夫
規
模
事
業
所
（
従
業
者
き
人
以
十
死
七
六
年
時
点
）
は
す
べ
て
（
た
だ
し
禦
沢
農
協
、
、
、
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
は
特
殊
茎
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

　
　
　
－
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1



一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－

計300人以上200～299人

｝8（3

112

　　　1

｝5

　　　1

｝511

　　2716

日本化学

100～199人

平岡レース

三春工業

三春コンデンサ

三春電機
曙ブレーキ

5

50～99人

（三春メリヤス）

三春縫製

三春製作所

3｛1〕

　30～人49

（石塚ニット）

輌　　　　恵

大崎製作所

密
ス
業

精
』
フ
　
　
一

　
フ
エ
　
　
に

ル
マ
　
　
　
6

、
　
ハ
ニ

ノ
橋

ミ
石
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
で
あ
る
た
め
除
外
）
一
一
九
社
、
回
答
一
七
社
。

　
②
メ
リ
ヤ
ス
・
レ
ー
ス
・
縫
製
関
係
の
小
規
模
下
請
企
業
の

う
ち
五
社
、
回
答
二
社
。

　
㈲
　
三
春
駒
関
係
の
企
業
の
う
ち
三
社
、
回
答
二
社
一
た
だ

し
分
析
事
項
不
十
分
の
た
め
こ
こ
で
は
分
析
の
対
象
か
ら
は
ず

す
。　

㈹
最
近
（
一
九
七
〇
年
代
以
降
）
三
春
町
に
立
地
進
出
し
た

企
業
の
う
ち
、
主
な
企
業
を
選
ん
だ
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
①
に

含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
九
七
七
年
一
〇
月
四
日
現
在
、
企
業
調
査
票
の
回
収
は
二

一
社
で
、
事
業
所
総
数
九
七
の
二
二
％
に
あ
た
る
。
こ
の
二
一

社
の
従
業
者
総
数
は
一
、
四
七
〇
人
で
三
春
町
の
製
造
業
従
業

者
総
数
の
七
五
％
を
占
め
て
お
り
、
一
応
分
析
に
必
要
な
だ
け

の
回
収
は
で
き
た
と
い
え
る
。
な
お
表
1
9
は
、
調
査
対
象
企
業
、

調
査
票
回
収
企
業
を
産
業
分
類
別
・
従
業
者
規
模
別
に
分
類
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
皿
　
企
業
調
査
の
結
果
お
よ
び
分
析

　
〔

　
　
ω
従
業
者
二
〇
人
以
上
の
中
・
大
規
模
事
業
所



表19　業種別・従業者規摸別調査対象企業一覧

20－29人10～19人

那須産業田金織物
　　　1西川メリヤス
（尾坂縫製）1

ミノ、ノレノぐ一ツ

サンポー精機

4

みはるくらふとI
　　　　　I
佐久間民芸
　　　　弗1（江戸屋民云）

　　5（2）

　9人以下

佐久間レース

（佐藤メリヤス）

（ハルオー）

3〔2〕

　業　　　　　種

繊維工業o

衣服・その他の繊維製品

化　　学　　工　　業

ゴム製品製造業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業 o

輸送用機械器具製造業

精密機械器具製造業

その他の製造 q
　　　　計

中分類

20

@
　
別
2
628

j
3
5
　
　
3
6
3
7
3
9

1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

（注）　（）内の事業所名は調査票未回収

　　　（　）内の数は調査票未回収事業所数で内数

　　従業者数は1976年現在である。

　
　
1
　
設
立
年
次

　
中
・
大
規
模
事
業
所
の
う
ち
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
立
地
し

た
事
業
所
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
設
立
年
次
別
に
分
類
す

る
と
（
表
2
0
）
、
　
一
九
五
五
年
以
前
が
一
社
（
日
本
化
学
三
春

工
場
）
の
み
で
あ
る
（
こ
れ
は
大
正
年
代
に
設
立
）
。
　
一
九
五

五
年
か
ら
六
四
年
ま
で
五
社
、
六
五
年
以
降
は
二
二
社
を
数
え

る
が
、
そ
の
う
ち
七
〇
年
以
降
が
九
社
で
あ
る
。
こ
の
九
社
の

七
六
年
現
在
の
従
業
者
数
は
六
一
四
人
と
な
り
、
三
春
町
の
従

業
者
総
数
一
、
九
六
九
人
の
三
一
・
七
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に

六
五
年
か
ら
六
九
年
設
立
の
四
社
を
加
え
る
と
九
七
六
人
で
、

六
五
年
以
降
に
新
設
さ
れ
た
事
業
所
の
従
業
者
数
は
従
業
者
総

数
の
四
九
・
六
％
と
過
半
に
近
く
な
る
。

　
　
2
　
業
種
別
特
徴

　
業
種
別
の
特
徴
は
、
一
九
五
五
年
以
降
は
繊
維
・
縫
製
業
が

圧
倒
的
で
あ
っ
た
（
五
社
の
う
ち
四
社
）
。
　
こ
れ
に
対
し
、
　
一

九
六
五
年
以
降
は
繊
維
、
縫
製
（
三
社
）
よ
り
も
む
し
ろ
機
械

工
業
に
移
り
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
五
社
、
一
般
機
械
器
具

製
造
業
一
社
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
一
社
、
精
密
機
械
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

不　　　　明

（調査票未回収）

業

親企業　三　　春

　　企
親企業郡山

請
■　　　　下

親企業　東京・関東

石塚ニット（1961）

三春メリヤス
　　　　　（1962）

ミノ、ノレノぐ一ツ（1969）

（三春製作所）

ミハル精密（1973）

　（コパル精密）

｛2〕11

三春コンデンサ（1970）

　（東京・山信電子）

サンポー精機（1971）

（東京・理研レンズ工業）

三春工業（19乃）
（東京・日本オイルシール）

三春製作所（1973）
（横浜・日立コンデンサ）

　　　　　4

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

具
製
造
業
一
社
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
ゴ
ム
製
品
製
造
業
、
玩
具
製
造
業
が
各

一
社
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
企
業
設
立
動
向

は
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
繊
維
・
縫
製
業

か
ら
六
〇
年
代
後
半
の
電
機
を
中
心
と
す

る
機
械
工
業
に
変
化
し
た
こ
と
が
は
っ
き

り
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
3
　
設
立
企
業
の
親
・
下
請
企
業

　
　
　
　
の
形
態

　
一
七
社
を
独
立
企
業
、
本
社
が
三
春
町

以
外
に
あ
る
企
業
、
下
請
企
業
に
分
類
す

る
と
表
2
0
の
通
り
で
あ
る
。
独
立
企
業
は

五
社
、
本
社
が
三
春
町
以
外
の
事
業
所
は

六
社
、
下
請
企
業
は
六
社
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
九
六
五
年
以
降
設
立
の
事
業
所
を

み
る
と
、
独
立
企
業
一
社
、
本
社
が
三
春

町
以
外
の
事
業
所
三
社
、
下
請
企
業
が
五

社
（
本
社
が
郡
山
に
あ
る
大
崎
製
作
所
は



表20　設立年次別・形態別企業一覧（従業者20人以上）

本社が三春町以外
本社　東京・関東　1　本社　郡山

　
業

　
企

　
立

　
独

」
業
数

　
事
所設立年次

大崎製作所（1975）

924）；日　本　化　学（1

　　（東京）

岡レース（1965）

（東京）

二　工　業（1967）

（埼玉・越ケ谷）

全織物（1970）
（埼玉・飯能）

ブレーキ（1976）
（東京）

平
　
　
丸
　
　
田

i曙

・
『
フ

5！石橋ノ・マプラス（1955）

〔211三春縫製（1961）

！西川メリヤス（1960）

41三　春　電　機（1968）

恵（1971）9；靹

1955年以前

1955～64

1965～69

1970年以降

59｛2計

（注）大崎製作所は山本電気工業（須賀川）の下請企業でもある。

　　ミハルパーツは本社は川崎市にあるが，名目上のものなので下請企業の方

　　に入れた。

1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

山
本
電
気
工
業
の
下
請
企
業
で
あ
る
か

ら
、
同
社
を
入
れ
る
と
下
請
企
業
は
六
社

と
な
る
）
と
、
下
請
企
業
が
最
も
多
い
。

ま
た
下
請
企
業
六
社
の
う
ち
五
社
が
電
気

機
械
な
ど
機
械
工
業
関
係
で
あ
る
こ
と
も

特
徴
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
下
請
企
業
の
親
会
社
は
、
東

京
・
横
浜
が
四
社
を
占
め
、
東
京
圏
か
ら

立
地
を
求
め
て
下
請
企
業
を
設
置
す
る
と

い
う
傾
向
が
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
本
社
が
三
春
町
以
外
に
あ
っ
て
三
春
町

に
事
業
所
”
分
工
場
を
設
立
す
る
と
い
う

傾
向
も
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
で
顕
著
な

特
徴
で
あ
る
。
本
社
は
五
社
の
う
ち
四
社

ま
で
が
東
京
・
関
東
に
あ
る
（
日
本
化
学

を
い
れ
る
と
六
社
の
う
ち
五
社
）
。
他
方
、

郡
山
に
本
社
ま
た
は
親
企
業
が
あ
る
事
業

所
も
二
社
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
郡
山
な

　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
－
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

い
し
は
県
内
と
の
連
関
は
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、
東
京
・
関
東
と
の
結
合
が
主
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
4
　
立
地
理
由

　
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
設
立
の
日
本
化
学
を
除
い
て
一
九
五
五
年
以
降
設
立
の
一
六
社
が
三
春
町
に
立
地
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
表

21

ﾉ
示
さ
れ
る
。
一
六
社
の
う
ち
経
営
者
出
身
地
が
三
春
町
で
あ
る
と
い
う
企
業
が
一
一
社
を
占
め
て
い
る
。
独
立
企
業
が
経
営
者
が
三
春
の

表21　三春町に立地した理由

　　　（16事業所，複数回答可）

11

W
3
2
2

1｝経営者出身地

2｝労働力獲得容易

3｝県・町の誘致政策

4〕よい土地入手

5）無　回　答

人
間
で
あ
る
か
ら
三
春
に
立
地
す
る
と
い
う
の
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
が
（
五
社
の
う
ち
四
社
）
、
そ
れ
以

外
の
企
業
に
お
い
て
も
経
営
者
出
身
地
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
一
〇
社
の
う
ち
七
社
も
あ
っ
た
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
次
に
多
い
の
は
労
働
力
の
獲
得
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
回
答
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
予
想
通
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
県
・
町
の
誘
致
政
策
を
立
地
理
由
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
い
る
企
業
が
三
社
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
前
項
で
み
た
よ
う
に
、
立
地
企
業
の
本
社
ま
た
は
親
企
業
が
ほ
と
ん
ど
三
春
町
以
外

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
者
が
三
春
出
身
で
あ
る
か
ら
三
春
に
立
地
し
た
、
そ
し
て
、
誘
致
政
策
を

主
要
な
立
地
動
機
と
し
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
は
、
三
春
町
に
お
け
る
企
業
進
出
誘
因
の
狭
さ
を
反
映
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　
　
5
　
生
産
物
出
荷
・
原
材
料
仕
入
れ
の
地
域
連
関

　
製
品
（
加
工
品
）
の
出
荷
先
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
方
面
が
一
二
社
、
福
島
県
内
が
四
社
（
県
内
各
地
一
社
．

郡
山
一
社
、
須
賀
川
一
社
、
三
春
一
社
）
、
広
島
方
面
一
社
と
関
東
に
片
寄
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
原
材
料
（
部
品
）
の
入
荷
先
は
、
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
方
面
が
七
社
、
福
島
県
内
が
七
社
（
郡
山
三
社
、
福
島
お
よ
び
郡
山
三
社
、
須
賀
川
一
社
、
三
春
一
社
）
、
名
古
屋
．
静

岡
方
面
一
社
、
不
明
一
社
と
な
っ
て
お
り
、
関
東
が
多
く
、
つ
い
で
郡
山
と
な
っ
て
い
る
。
入
荷
先
に
お
い
て
県
内
の
比
重
が
高
い
の
は
、
県

内
に
あ
る
同
一
会
社
の
工
場
か
ら
の
搬
入
が
多
い
の
が
一
因
で
あ
り
、
こ
の
地
域
連
関
か
ら
も
東
京
、
関
東
と
の
結
合
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ



る
の

な
お
・
三
春
町
呈
蒙
出
荷
先
天
荷
先
蓄
る
企
拳
在
あ
る
が
、
同
社
は
出
荷
額
の
九
割
以
上
を
三
喬
に
あ
る
親
企
藩
納
入

し
て
い
る
二
次
下
請
企
業
で
あ
り
、
そ
の
親
企
業
は
横
浜
の
親
企
業
に
一
〇
〇
％
納
入
し
て
い
る
一
次
下
請
企
業
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
進
出
企
業
の
商
品
流
通
上
の
地
域
産
業
連
関
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
る
。

　
⑧
　
従
業
者
構
成
の
特
徴

従
業
者
構
成
は
当
然
な
が
ら
業
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
．
次
の
章
で
従
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
馨
箪
竈
ζ
つ
い
て
別
の
視
角

か
ら
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
企
業
調
査
に
も
と
づ
い
て
若
干
の
特
徴
を
考
察
し
よ
う
。
な
お
、
各
企
業
の
従
業
者
数
と
そ
の
構
成

は
、
七
七
年
八
月
現
在
で
あ
る
（
た
だ
し
、
若
干
四
月
、
九
月
現
在
の
も
の
も
あ
る
）
。

　
1
　
繊
維
・
縫
製
業

繊
維
■
縫
製
業
は
女
孟
率
が
い
う
毒
美
く
圧
倒
的
に
豪
．
回
収
七
企
業
の
従
業
者
総
数
一
二
死
人
の
う
ち
二
五
。
人
（
七
八
．
四

％
）
が
女
子
で
あ
り
・
と
く
に
縫
製
関
係
の
女
孟
率
が
高
い
．
七
社
を
享
従
薯
数
の
擾
並
べ
て
そ
の
年
齢
構
成
を
み
る
と
（
嘉
）
、

中
言
年
齢
層
の
比
票
少
零
細
企
業
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
差
目
さ
れ
る
．
逆
に
い
え
ば
、
若
年
女
子
労
働
者
は
ほ
ぼ
完
含
規

模
の
大
き
い
企
業
に
独
占
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
大
手
で
か
つ
若
年
労
働
者
を
最
も
多
く
雇
用
し
て
い
る
平
岡
レ
ー
ス
の
場
合
、
本
工
と
し
て
の
学
卒
者
採
用
は
七
四
年
の
七
人
を

最
後
と
し
て
止
ま
り
・
採
用
の
重
点
は
臨
時
雇
用
と
し
て
の
中
装
用
に
移
っ
て
い
る
（
奏
）
．
臨
時
工
．
中
途
採
用
者
は
七
五
年
≡
人
、

七
六
年
三
四
人
で
年
齢
層
も
四
・
袋
磐
多
い
（
こ
の
二
簡
の
臨
時
採
用
者
四
六
人
の
う
ち
、
年
齢
構
成
は
二
・
代
二
二
人
、
一
二
。
代
一

二
人
・
四
。
岱
九
人
・
五
。
才
以
圭
人
と
な
っ
て
い
る
）
．
ま
た
臨
時
雇
用
に
男
子
が
多
い
の
は
、
女
子
の
手
作
業
で
で
き
る
部
分
は
で

き
る
だ
け
内
職
・
下
請
に
出
す
と
い
う
同
社
の
最
近
の
肇
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
．
三
壽
に
占
め
る
響
の
接
、
お
よ
び
繊
維
関
係
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

　
　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
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表23　平岡レースの最近

　　　の採用状況

（
　
）
Σ
O
潤
替
強
聴
碧
呼
館
瞭
3
講
繍
廿

臨時工

女男

工

女

本

男

2

13

7
　
3
　
　
　
　
1
　
　
0

　
　
　
　
1
　
　
n
∠

）
　
　
）
　
）

4
　
　
4
　
　
7

（
　
　
（
　
　
（

8
　
　
4
　
　
7
　
　
　
　
1

　
2

年
年
年
年
年

2
　
　
3
　
　
4
　
　
【
ノ
　
6

7
　
　
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7

（）内は学卒採用者で内数

眞
一
画
蘇
。

学
卒
の
若
年
労
働
力
を
中
心
的
に
雇
用
し
て
き
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
企
業
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
同
社
の
雇
用
形
態
の
臨
時
雇
用
化
傾
向
が
今
後
も
続
く
と
す
れ
ば
、
伝
統
的
に
若
年

女
子
労
働
者
の
就
業
の
場
で
あ
っ
た
繊
維
工
業
は
、
も
は
や
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
な
り
、

さ
ら
に
、
従
業
者
の
高
年
齢
化
、
雇
用
形
態
の
臨
時
㌔
ハ
ー
ト
化
と
い
う
傾
向
が
一
層
進
展
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　
2
　
機
械
・
電
気
機
器
・
精
密
機
器
製
造
業

　
近
年
の
進
出
企
業
の
中
心
を
占
め
る
機
械
・
電
気
機
器
・
精
密
機
器
製
造
業
な
ど
の
機
械
関

連
製
造
業
（
輸
送
用
機
械
は
除
く
）
の
従
業
者
は
、
全
体
と
し
て
や
は
り
女
子
労
働
力
が
多
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三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

い
。
表
2
4
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
七
企
業
の
従

業
者
数
四
六
五
人
の
う

ち
女
子
が
三
〇
四
人

（
六
五
・
六
％
）
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
女
子

労
働
力
の
年
齢
構
成
を

み
る
と
、
二
〇
才
代
と

三
〇
才
代
後
半
以
上
層

と
に
二
つ
の
大
き
な
山

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

全
体
と
し
て
は
繊
維
・

縫
製
業
に
比
べ
て
か
な

り
中
・
高
年
齢
層
の
比

重
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
そ
し
て
規
模
の

大
き
い
事
業
所
も
か
な

り
の
数
の
中
・
高
年
女

　
二
三



表25　曙ブレーキの年齢別従業者構成

一一

t
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

計　　平均年齢
　　　1

　150　　26．9オ
　　　i
（100）

　　38　19、7才

1舞隣隣腱
　　1　24　　12　　　6　　＿
　　　　　　　　　　　　1
（16、0）（8、0）（4．0）
　　　　　　　　　　　　！

19オ　　20～　　25～

以下　24才　29才
　　　1　　　1
（2、．ll（39．lll（、1．ll

　　211　　17
　　「

男子
（％）

女子

表26　日本化学の年齢別従業者構成

l
i平均年齢騨1舞舞蕩鞍1捌譲圭r計

一141182216・奄P1・1づ
；（6’ll（7’71（9‘4）（25－81（47’211（3‘9）（

　2331　41．8オ

（100）

　　　18　24．8才

男　子
（％）

女子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

子
労
働
者
を
採
用
し
て
お
り
、
総
体
と
し
て
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
年
齢
構
成
が
高

い
こ
と
が
繊
維
・
縫
製
業
に
比
べ
て
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
3
　
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　
曙
ブ
レ
ー
キ
の
従
業
者
構
成
は
、
前
項
の
機
械
関
連
製
造
業
と
は
か
な
り
違
い
、
の

ち
に
み
る
日
本
化
学
と
同
様
に
、
男
子
型
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
表
2
5
）
。
同
社
の

生
産
工
程
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
と
、
B
K
加
工
、
B
O
D
Y
加
工
、
メ
ッ
キ
、

塗
装
の
各
工
程
は
男
子
の
み
で
あ
り
、
最
終
の
組
立
工
程
で
女
子
と
男
子
が
同
数
程
度

配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
齢
構
成
は
、
日
本
化
学
と
は
違
っ
て
非
常
に
若
く
、
一

〇
代
～
二
〇
代
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
一
九
七
六
年
の
採
用
は
男
子
五
三
人
、

女
子
一
七
人
、
計
七
〇
人
で
す
べ
て
学
卒
者
、
う
ち
高
卒
者
が
五
二
人
と
圧
倒
的
で
あ

る
。
同
社
の
進
出
は
三
春
地
域
の
学
卒
者
に
大
き
な
地
元
就
職
機
会
を
創
出
し
た
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
る
他
企
業
の
労
働
力
確
保
問
題
に
対
す
る
影
響
が
生
じ
て
く
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　
4
　
化
学
工
業

　
日
本
化
学
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
男
子
型
構
成
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
表

2
6
）
。
し
か
し
、
そ
の
年
齢
構
成
は
極
め
て
中
・
高
年
層
に
片
寄
っ
た
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
表
2
7
は
同
社
の
最
近
五
年
間
の
採
用
状
況
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

従
業
者
を
職
員
・
工
員
に
分
け
る
と
こ
の
五
年
間
に
職
員
は
二
一
人
（
男
三
人
、
女
一



表27　日本化学の最近の採用状況

員

臨時工
男1女

工職員
工

1女
本
男女男

121

62　　19

50　　19

141　　27

24〔2

6〔6

3
　
　
5

3
　
　
だ
フ

6
　
　
1

6
　
　
1

　　ナ
72年11（1

囲1（1
74年1　2｛2

囲㌍
176年1

（）内は学卒採用者で内数

崔
。
・
域
？
昏
↓
逼
釣
出
抑
燧
盗
砦
s
耕
毳
毳
暮
疎
葬
鳥

八
人
）
で
全
員
が
学
卒
者
（
圧
倒
的
に
墓
が
多
く
、
中
卒
は
ゼ
・
、
大
卒
草
名
）
の
本
採

用
で
あ
る
の
に
対
し
至
員
は
学
卒
麓
か
八
人
（
全
員
男
子
）
で
曹
、
中
途
採
用
者
が
二

二
五
人
（
男
壬
六
・
人
・
女
子
六
五
人
）
と
圧
倒
的
多
警
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
そ

し
て
中
途
採
用
者
の
内
訳
は
・
奎
が
三
人
（
全
員
畢
）
で
あ
る
の
に
対
し
臨
時
素
二

。
三
人
（
畢
一
三
八
人
・
女
子
六
五
人
）
と
な
っ
て
い
る
．
こ
の
臨
時
工
と
し
て
の
中
途
採

用
者
の
年
齢
構
成
は
・
二
・
代
四
四
人
、
三
・
代
五
八
人
、
四
・
代
七
七
人
、
五
。
代
以
上
二

四
人
と
年
齢
構
成
は
か
な
り
豪
．
こ
の
臨
時
工
の
雇
用
期
間
そ
し
て
奎
と
臨
時
工
と
の
構

成
皆
不
明
で
あ
る
が
、
同
社
の
臨
時
工
依
存
度
は
決
し
て
低
く
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
．

　
5
　
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
製
品
製
造
業
、
玩
具
製
造
業

こ
れ
毒
述
べ
て
き
た
業
種
と
箋
纂
残
り
一
二
企
業
の
従
業
者
構
成
を
示
す
と
嘉
髪
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1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

の
比
率
が
高
い
の
が

共
通
し
て
い
る
が
、

丸
二
工
業
の
中
高
年

女
子
比
率
が
高
い
の

は
、
家
庭
の
主
婦
が

パ
ー
ト
労
働
的
に
単

純
組
立
作
業
に
従
事

一一

ﾜ



　
　
　
r
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
三
春
工
業
、
石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
の
ち
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
圖
　
親
企
業
・
下
請
関
係

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
た
事
業
所
の
多
く
は
関
東
、
東
京
方
面
に
親
会
社
を
も
つ
下
請
企
業
で
あ
る
が
，

こ
れ
ら
の
企
業
も
含
め
て
三
春
町
に
あ
る
多
く
の
事
業
所
は
、
そ
の
下
に
さ
ら
に
下
請
企
業
や
内
職
者
を
か
か
え
て
い
る
と
い
う
重
層
的
な
構

造
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
つ
い
て
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
。

　
1
　
従
業
者
二
〇
人
以
上
の
中
・
大
規
模
事
業
所
と
親
企
業
と
の
関
係

表
2
0
に
示
し
た
よ
う
に
、
下
乗
業
は
六
社
で
あ
る
が
、
本
社
が
三
寿
以
外
に
あ
る
事
業
所
で
か
つ
下
請
企
業
で
あ
る
大
崎
製
作
所
警

め
る
と
七
社
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
す
べ
て
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
、
近
年
の
三
春
町
に
お
け
る
企
業
設
立
・
進
出
の
中
心

的
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
下
請
企
業
と
い
っ
て
も
、
親
企
業
が
出
資
し
技
術
や
金
融
の
援
助
を
行
な
い
、
売
上
の
ほ
と
ん
ど
一
〇
〇
％
を
納
入
し
て
い
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
援
助
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
上
得
意
先
に
す
ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
。
上
記
七
社
を
親
企
業
に
対
す
る
依
存
度
と
い
う
観
点
か
ら

み
る
と
、
親
企
業
が
出
資
し
て
い
る
の
は
四
社
（
、
・
、
ハ
ル
精
密
、
三
春
製
作
所
、
三
春
コ
ン
デ
ン
サ
、
三
春
工
業
）
あ
り
、
こ
れ
ら
の
企
業
は

売
上
の
一
〇
〇
％
を
親
企
業
に
納
入
し
て
い
る
完
全
下
請
企
業
で
あ
る
。
残
る
三
社
の
う
ち
サ
ン
ポ
ー
精
機
と
ミ
ハ
ル
パ
ー
ツ
は
親
企
業
へ
の

売
上
高
の
依
存
度
が
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
大
崎
製
作
所
は
親
企
業
（
山
本
電
気
工
業
）
へ
の
売
上
依
存
度
が
一
六
％
と
低
く
、
資
金
や
技

術
面
で
の
援
助
も
な
い
半
独
立
企
業
で
あ
る
。

　
親
企
業
か
ら
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
ω
定
期
的
一
四
社
、
⑧
不
定
期
－
二
社
、
㈹
そ
の
中
間
一
一
社
で
、
全
体
的
に
完
全
下
請
ほ
ど
発
注
は

定
期
的
で
あ
る
。

　
価
格
決
定
の
仕
方
を
み
る
と
、
ω
親
会
社
の
決
定
1
三
社
、
の
両
者
の
合
意
一
二
社
、
③
無
回
答
－
二
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
完
全



下
請
ほ
ど
親
会
社
の
一
方
的
な
価
決
格
定
の
傾
向
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
完
全
下
請
ほ
ど
受
注
は
安
定
し
て
は
い
る
が
価
格
決
定
権
は
親
会
社
が
握
り
、
親
会
社
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
い
る

下
請
企
業
は
受
注
が
不
安
定
で
あ
り
、
最
近
の
不
況
下
で
受
注
不
足
を
訴
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
と
い
う
の
が
全
体
的
な
傾
向
で
あ
る
。

　
2
　
下
請
企
業
お
よ
び
内
職
と
の
関
係

三
春
町
の
中
夫
規
模
事
業
所
柔
き
く
メ
リ
ヤ
ろ
縫
繋
ど
繊
維
産
業
と
そ
れ
以
外
の
工
業
に
区
分
す
る
と
、
繊
維
産
業
は
す
べ
三

応
独
立
し
た
企
業
で
あ
る
が
・
そ
れ
以
外
の
企
業
は
多
く
が
下
請
企
業
で
あ
る
．
し
か
し
同
時
に
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
業
種
を
問
わ
ず
そ
の
下

に
多
く
の
下
請
企
業
お
よ
び
内
職
者
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
下
請
と
の
関
係
は
充
分
調
査
し
切
れ
な
か
っ
た
が
、
若
干
の
分
析
を
行
な
う
こ

と
と
す
る
。

　
調
査
一
七
社
の
う
ち
下
請
企
業
ま
た
は
内
職
者
を
有
す
る
企
業
は
二
二
社
で
あ
る
（
無
回
答
は
、
日
本
化
学
、
田
金
織
物
、
石
橋
ハ
マ
プ
ラ

ス
、
曙
ブ
レ
ー
キ
の
四
社
）
。
ま
た
、
メ
リ
ヤ
ス
・
縫
製
関
係
や
三
春
駒
関
係
の
小
・
零
細
規
模
企
業
（
調
査
対
象
四
社
）
も
す
べ
て
内
職
者

を
か
か
え
て
い
る
。

下
請
を
利
用
す
る
理
由
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
禁
畠
コ
ス
ト
萎
く
て
す
蒙
多
く
五
社
、
留
手
に
よ
裟
禦
あ
る
、
㈲
仕
事

の
量
が
調
節
で
き
る
が
各
三
社
、
そ
の
他
と
し
て
、
全
く
別
な
技
術
を
有
し
て
い
る
が
一
社
あ
っ
た
（
複
数
回
答
可
、
た
だ
し
理
由
無
回
答
が

多
い
）
。

　
次
に
、
業
種
別
に
若
干
の
特
徴
を
検
出
し
よ
う
。

　
①
繊
維
・
縫
製
業

　
親
企
業
と
下
請
・
内
職
と
の
関
係
を
生
産
工
程
と
の
か
か
わ
り
で
み
る
と
、
主
に
三
つ
の
形
態
に
区
分
で
き
る
。
①
親
企
業
と
ほ
と
ん
ど
同

一
の
生
産
工
程
を
有
し
・
生
産
物
を
親
企
業
が
引
き
取
る
形
態
、
親
企
業
の
生
産
工
程
の
一
部
を
担
当
す
る
形
態
、
署
接
的
生
産
工
程
で

　
　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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！
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

は
な
く
そ
の
補
助
的
な
部
分
を
担
当
す
る
形
態
、
で
あ
る
。

　
平
岡
レ
ー
ス
の
場
合
で
い
え
ば
、
①
に
該
当
す
る
の
は
佐
久
間
レ
ー
ス
で
あ
る
。
同
社
は
平
岡
レ
ー
ス
の
元
従
業
員
が
平
岡
レ
ー
ス
か
ら
下

請
を
す
す
め
ら
れ
て
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
社
は
刺
繍
レ
ー
ス
を
加
工
し
て
親
企
業
の
平
岡
レ
ー
ス
に
納
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
岡

レ
ー
ス
は
同
社
の
ほ
か
、
数
社
の
レ
ー
ス
会
社
を
下
請
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
製
品
の
検
査
や
補
修
を
内
職
に
出
し
て
い
る
（
七
五

人
）
が
、
こ
れ
は
圖
に
あ
た
る
。
平
岡
レ
ー
ス
の
下
請
・
内
職
へ
の
依
存
度
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
。

　
メ
リ
ヤ
ス
や
縫
製
関
係
の
企
業
で
は
、
ボ
タ
ン
付
け
、
ま
つ
り
、
パ
ー
ツ
縫
い
、
始
末
な
ど
⑥
に
あ
た
る
部
分
を
下
請
に
出
し
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
染
色
や
絞
り
な
ど
図
の
部
分
を
下
請
に
出
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
内
職
者
数
は
平
岡
レ
ー
ス
の
七
五
人
、
西
川
メ
リ

ヤ
ス
の
約
二
〇
人
の
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
繊
維
・
縫
製
関
係
の
企
業
は
従
業
者
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
多
数
の
内
職
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
②
機
械
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
、
ゴ
ム
製
品
製
造
業

　
こ
れ
ら
の
業
種
に
お
い
て
も
か
な
り
の
内
職
者
を
利
用
し
て
い
る
。
三
春
工
業
二
五
人
、
三
春
製
作
所
二
〇
人
な
ど
。
さ
き
ほ
ど
の
形
態
区
分

で
い
え
ば
、
①
に
該
当
す
る
の
は
三
春
製
作
所
（
親
企
業
）
と
ミ
ハ
ル
パ
ー
ツ
（
下
請
）
の
場
合
で
あ
る
（
タ
ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
の
製
造
）
。

⑧
の
下
請
工
程
に
出
す
例
と
し
て
は
、
溶
接
な
ど
簡
単
な
機
械
設
備
が
あ
れ
ば
で
き
る
作
業
を
外
注
す
る
ほ
か
、
あ
ま
り
な
い
。
む
し
ろ
、
ゴ

ム
通
し
、
ケ
ー
ス
入
、
ハ
ン
ダ
付
け
、
テ
ー
ピ
ン
グ
等
の
⑥
に
該
当
す
る
単
純
作
業
を
内
職
者
に
ま
か
せ
て
い
る
場
合
が
顕
著
で
あ
る
。

　
総
体
的
に
三
春
町
に
お
け
る
事
業
所
は
、
親
会
社
に
対
し
て
は
生
産
工
程
の
一
部
を
担
当
す
る
（
の
に
該
当
）
一
次
下
請
企
業
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
下
の
二
次
下
請
・
内
職
（
こ
こ
で
は
内
職
が
中
心
）
に
対
し
て
は
圖
の
部
分
を
依
存
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

③
玩
具
製
造
業

　
こ
こ
で
も
内
職
利
用
が
多
い
。
丸
二
工
業
は
従
業
者
二
一
人
に
対
し
内
職
者
約
二
〇
人
を
抱
え
て
い
る
。
玩
具
の
組
立
が
機
械
設
備
を
必
要
．



と
す
る
と
か
基
奎
程
笛
社
で
言
、
手
で
で
き
る
部
分
は
内
職
に
ま
か
せ
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
三
春
町
に
お
け
る
主
要
企
業
の
従
業
者
調
査

　
コ

　
一
　
調
査
の
概
要

創
前
記
企
業
の
従
業
者
個
々
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
同
時
に
行
な
っ
た
．
企
業
調
査
票
回
答
企
業
一
九
社
に
対
し
二
二
社
の

従
業
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
た
・
調
査
の
内
容
は
、
生
年
月
日
、
出
身
地
、
現
居
住
地
、
最
終
学
歴
（
卒
業
年
次
）
、
採
用
年
月
、
現

企
業
に
お
け
る
従
業
上
の
地
位
、
職
種
、
給
与
、
家
族
構
成
、
職
歴
、
農
業
．
非
農
業
、
な
ど
で
あ
る
．
　
　
　
ミ

こ
こ
で
詳
し
く
分
析
す
る
内
容
は
・
睾
が
ど
の
よ
う
な
畿
か
ら
、
ど
の
よ
う
勢
勢
（
鯖
、
年
齢
別
）
藷
達
し
て
い
る
カ
ま

た
、
そ
こ
で
雇
用
さ
れ
た
従
業
者
は
ど
の
よ
う
な
径
路
（
学
卒
、
職
歴
）
を
た
ど
っ
て
入
職
し
た
か
、
に
し
ぼ
る
こ
と
と
す
る
．
そ
れ
は
、
一
二

春
町
に
進
出
し
た
企
業
が
い
か
な
る
労
働
力
を
調
達
し
、
そ
れ
が
地
域
に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
か
を
検
出
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
．
こ
識
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
・
ま
ず
・
調
査
票
の
従
薯
の
出
畢
居
住
地
を
、
①
三
春
町
、
⑧
船
引
町
、
製
山
市
、
④
そ
の
他
周
辺
町
村
⑤

そ
の
他
県
内
局
県
外
に
区
分
し
た
（
窪
該
当
す
る
町
村
は
、
白
沢
、
岩
代
、
大
越
、
常
葉
、
小
野
、
滝
根
、
都
路
で
あ
る
）
．
さ
ら
に
、

必
要
蔓
。
旨
三
春
町
亀
区
別
に
区
分
し
た
（
こ
の
区
分
は
該
当
個
所
で
記
す
）
．
前
歴
調
査
は
、
原
則
と
し
て
学
校
卒
業
後
か
ら
現

在
ま
で
を
記
入
し
て
も
ら
い
・
そ
の
翻
の
肇
地
、
従
業
上
の
地
位
（
自
営
、
主
婦
警
む
）
を
調
べ
た
．

　
m
　
主
要
企
業
の
従
業
者
調
査
結
果
の
分
析

　
　

　
①
　
繊
維
工
業

　
1
　
平
岡
レ
ー
ス

平
岡
レ
ー
ス
の
従
業
者
総
数
…
人
・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
6
・
人
（
回
収
率
九
琶
、
う
ち
享
従
業
者
七
五
人
、
回
収
六
八
人
（
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九

　
　
　
　
1
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1



　
　
　
一
一
一
一
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

収
率
九
一
％
）
。
分
析
は
女
子
に
限
定
す
る
。

　
同
社
は
三
春
町
で
は
大
手
の
レ
ー
ス
製
造
の
繊
維
企
業
で
あ
る
が
、
女
子
従
業
者
の
出
身
地
別
構
成
を
み
る
と
、
三
春
町
四
八
人
、
船
引
町

一
五
人
、
そ
の
他
周
辺
町
村
三
人
、
郡
山
市
一
人
、
そ
の
他
県
内
一
人
で
、
全
員
が
県
内
出
身
者
で
あ
る
。
な
か
で
も
三
春
、
船
引
町
が
圧
倒

的
に
多
く
、
地
元
女
子
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
。

　
同
社
の
特
徴
は
、
学
卒
で
の
採
用
が
六
八
人
の
う
ち
四
九
人
と
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
年
齢
構
成
を
低
く
し
て
い
る
。
従
業
者
の
学
歴
は

中
卒
四
九
人
、
高
卒
一
九
人
、
高
小
卒
一
人
で
、
中
卒
労
働
力
に
依
拠
す
る
比
率
が
高
い
が
、
他
の
繊
維
企
業
と
く
ら
べ
た
場
合
、
高
卒
者
の

多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
学
卒
者
以
外
の
一
九
人
の
職
歴
は
、
地
元
企
業
（
三
春
）
か
ら
四
人
、
郡
山
か
ら
四
人
、
船
引
か
ら
二
人
、
そ
の

他
の
県
内
企
業
か
ら
二
人
、
県
外
企
業
か
ら
三
人
、
前
職
な
し
が
四
人
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
図
示
し
た
の
が
図
2
で
あ
る
。
地

元
企
業
か
ら
の
四
人
の
う
ち
三
人
は
い
っ
た
ん
県
外
企
業
に
就
職
し
て
か
ら
地
元
に
帰
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
県
外
企
業
に

就
職
し
て
か
ら
地
元
に
帰
っ
て
平
岡
レ
ー
ス
に
勤
め
る
と
い
う
U
タ
ー
ン
組
は
六
人
と
な
る
（
六
人
の
県
外
勤
め
先
は
、
神
奈
川
二
、
東
京
、

埼
玉
、
茨
城
、
静
岡
各
一
で
、
全
員
が
関
東
・
東
海
で
あ
る
）
コ
前
職
歴
の
あ
る
者
一
九
人
の
う
ち
六
人
が
県
外
就
職
経
験
者
で
比
率
と
し
て

は
高
く
、
他
の
繊
維
関
係
で
は
県
外
就
職
経
験
は
皆
無
に
近
い
。

　
次
に
、
女
子
従
業
者
の
家
庭
の
職
業
と
く
に
農
業
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
六
八
人
の
う
ち
既
婚
者
二
六
人
、
未
婚
者
四
二
人
で
あ
る
が
、

既
婚
者
の
夫
の
職
業
は
雇
用
者
二
二
人
、
農
業
二
人
、
台
営
業
二
人
で
圧
倒
的
に
雇
用
者
で
あ
り
、
農
業
は
少
な
い
。
し
か
し
、
農
地
を
所
有

し
家
族
の
誰
か
（
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
）
が
、
農
業
を
行
な
っ
て
い
る
者
は
一
三
人
で
半
数
を
占
め
る
。
一
方
、

未
婚
者
（
四
二
人
）
の
家
の
職
業
は
、
父
の
職
業
を
み
る
と
雇
用
者
六
人
、
農
業
二
二
人
、
自
営
業
二
人
で
あ
り
、
ま
た
父
が
雇
用
者
で
あ
る

が
若
干
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
者
が
一
人
い
る
。
こ
の
よ
う
に
未
婚
者
の
家
の
職
業
と
し
て
農
業
が
多
い
。

　
同
社
の
女
子
従
業
者
の
入
社
別
構
成
は
表
2
9
に
示
さ
れ
る
。
一
九
六
五
年
（
設
立
）
～
六
九
年
が
三
六
人
、
七
〇
～
七
四
年
が
二
八
人
、
ヒ
五
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三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

～
七
七
年
が
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
同
社
の

女
子
従
業
者
の
大
多
数
は
学
卒
で
あ
り
、
入
社
年
が
古
い
ほ
ど
結
婚

退
職
者
が
多
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
毎
年
同
数
ず
つ
学
卒
女
子

労
働
者
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
現
在
の
従
業
者
の
入
社
別

構
成
は
年
が
古
く
な
る
ほ
ど
逓
減
す
る
構
成
を
と
る
は
ず
で
あ
る

（
逆
に
入
社
年
が
新
し
い
者
ほ
ど
多
い
）
。
し
か
し
、
同
社
の
実
際

の
入
社
別
構
成
は
一
九
六
八
年
と
七
三
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
と
く

に
七
四
年
以
降
の
入
社
の
従
業
者
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
は
同
社

の
合
理
化
政
策
に
も
と
づ
く
採
用
削
減
の
反
映
で
あ
る
。

　
2
　
西
川
メ
リ
ヤ
ス

　
従
業
者
総
数
二
五
人
、
回
収
壬
二
人
（
回
収
率
九
二
％
）
、
女
子

従
業
者
一
八
人
、
回
収
一
八
人
（
回
収
率
一
〇
〇
％
）
。

　
こ
こ
で
も
女
子
従
業
者
の
み
を
み
る
こ
と
と
す
る
が
、
女
子
従
業

者
の
出
身
地
別
構
成
は
、
三
春
町
と
そ
の
周
辺
地
域
が
圧
倒
的
で
あ

る
（
表
3
0
）
。
従
業
者
の
学
歴
は
、
年
齢
層
が
か
な
り
高
い
こ
と
も
あ

っ
て
（
最
も
年
齢
の
低
い
人
で
三
六
才
、
全
員
既
婚
）
、
高
小
卒
が

最
も
多
く
一
〇
人
、
つ
い
で
中
卒
四
人
、
専
門
学
校
二
人
、
高
卒
一

人
と
な
っ
て
い
る
（
不
明
一
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一

爆
曽
　
野
虫
潅
暮
疎
S
＞
酢
憤
扉
（
圖
」
二
又
）
ぐ
×
）

三
二

表30　女子従業者の出身地
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⑥
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一

6
蝿
眞
司
8
も
ム
叫
賠
も
。
叫
切
。
～
ゆ
ヰ
脇
も
。
玉
本
。
～
傘
墨
＆
も
本
当
u
算
眞
旨

一

団

→

）

切

学
卒
採
用
は
な
く
、
前
職
を
有
し
て
い
た
者
の
入
職
も
非
常
に
少
な
い
（
コ

単
一
〇
〇

一
人
）
こ

と
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
人
は
全
員
が
地
元
企
業
で
働
い
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
必
ず
し
も
職
歴
は
連
続
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
従
業
者
が
何
オ
の
と
き
同
社

に
就
職
し
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
圧
倒
的
に
三
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
（
表
3
1
）
。
　
こ
れ
を
み
た
場
合
、
同
社
の
従
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
家

事
、
吉
事
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
子
供
が
独
立
し
て
か
ら
同
社
に
就
職
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
3
　
那
須
産
業
三
春
工
場

　
従
業
者
総
数
一
五
人
、
回
収
一
五
人
（
回
収
率
一
〇
〇
％
）
、
女
子
従
業
者
数
二
人
、
回
収
二
人
（
回
収
率
一
〇
〇
％
）
。

　
同
社
は
一
九
七
五
年
設
立
の
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
で
あ
る
が
、
前
身
は
六
〇
年
設
立
の
三
春
エ
ー
ス
（
七
三
年
東
京
エ
ー
ス
に
名
称
変
更
）
で

あ
る
。
か
つ
て
は
一
〇
〇
人
以
上
の
従
業
者
を
か
か
え
て
い
た
が
三
年
前
に
倒
産
し
規
模
を
縮
小
し
て
新
会
社
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
従
業
者
も
三
春
工
！
ス
時
代
か
ら
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
職
歴
も
三
春
エ
ー
ス
時
代
を
前
職
と
み
な
さ
な
い
方
が

適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
女
子
従
業
者
一
一
人
の
う
ち
前
職
な
し
七
人
、
地
元
企
業
か
ら
二
人
、
県
内
企
業
か
ら
一
人
、
県
外
企
業
か

ら
一
人
と
な
る
。
ま
た
三
春
エ
ー
ス
、
東
京
エ
ー
ス
を
含
め
て
同
社
へ
の
入
社
年
次
を
み
る
と
（
表
3
2
）
、
一
九
六
五
年
ま
で
が
五
人
、
六
六

～
七
〇
年
が
二
人
、
七
一
～
七
五
年
が
三
人
、
七
六
年
が
一
人
と
な
り
、
す
で
に
同
社
に
一
〇
年
以
上
勤
め
て
い
る
人
が
過
半
数
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
学
卒
者
は
ゼ
ロ
で
中
途
か
ら
入
社
す
る
者
の
年
齢
も
中
・
高
年
者
が
多
い
。



表
3
2
　
入
社
年
別
構
成
（
那
須
産
業
・

2
　
　
　
　
　
　
　
　
1

年
60

61

62

63

1

1

64

65

66

女
子
）

ニ
67

68

1

二
－

69

70

71

2

1

72

73

74

75

76

77

　
4
　
田
金
織
物
沢
石
工
場

　
従
業
者
総
数
二
六
人
、
女
子
従
業
者
数
二
五
人
、
回
収
一
〇
人
（
回
収
率
四
〇
％
）
。

　
同
社
は
埼
玉
県
飯
能
市
に
本
社
を
も
つ
絹
織
物
工
場
で
あ
る
（
絹
織
物
は
村
山
大
島
紬
と
称
さ
れ
る
）
。
全
員
が
。
ハ
ー
ト
の
主
婦
労
働
で
あ

り
、
賃
金
は
出
来
高
払
い
で
月
一
万
円
か
ら
五
万
円
ま
で
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
（
平
均
三
万
円
台
）
。
年
齢
構
成
、
出
身
地
域
、
職
歴
な

ど
に
つ
い
て
は
西
川
メ
リ
ヤ
ス
や
那
須
産
業
と
の
有
意
な
差
は
な
い
（
職
歴
は
前
職
な
し
が
九
人
、
一
人
が
県
外
企
業
↓
地
元
企
業
↓
田
金
）
。

た
だ
、
大
き
な
特
徴
は
家
で
農
業
を
や
っ
て
い
る
者
が
九
人
も
あ
り
、
農
業
と
関
係
な
し
は
一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
沢
石
地

区
と
い
う
地
域
的
特
徴
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
夫
の
職
業
が
農
業
で
あ
る
の
は
一
人
だ
け
で
、
雇
用
者
が
五
人
、
自
営

業
二
人
、
そ
の
他
二
人
で
あ
る
。
農
業
は
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
主
体
で
彼
女
ら
も
農
業
を
手
伝
い
、
暇
な
折
に
工
場
へ
来
て
仕
事
を

す
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
。

　
5
　
小
　
　
括

　
以
上
繊
維
工
業
の
四
社
を
み
て
き
た
が
、
西
川
メ
リ
ヤ
ス
、
那
須
産
業
、
田
金
織
物
の
三
社
は
、
三
春
町
内
の
家
庭
の
主
婦
を
中
、
心
と
し
た

構
成
を
と
り
、
平
岡
レ
ー
ス
も
か
つ
て
の
学
卒
若
年
女
子
労
働
者
雇
用
か
ら
次
第
に
主
婦
雇
用
に
重
点
を
移
動
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　
な
お
、
縫
製
業
に
つ
い
て
は
、
三
春
縫
製
の
従
業
者
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
従
業
者
総
数
八
六
人
（
七
六
年
現
在
）
に
対
し
て
回

収
数
一
九
人
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
分
析
の
対
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
1
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工
業
的
展
開
と
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企
業
の
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図
　
ゴ
ム
製
品
製
造
業

　
三
春
工
業
は
、
日
本
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
下
請
企
業
で
、
ゴ
ム
製
パ
ッ
キ
ン
類
を
製
造
し
て
い
る
。
従
業
者
男
子
四
六
人
、
女
子
五
四
人
で
あ

る
が
、
男
子
の
回
収
率
が
悪
い
の
で
、
女
子
三
四
人
（
回
収
率
六
三
％
）
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
三
四
人
の
う
ち
既
婚
者
二
一
人
で
、
年
齢
層
に
つ
い
て
は
表
3
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
二
〇
代
前
半
が
相
対
的
に
多
く
、
つ
い
で
二
〇
代
後
半
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か
ら
三
〇
代
前
半
が
多

い
。
年
齢
的
に
は
メ
リ

ヤ
ス
製
造
業
、
縫
製
業

よ
り
若
干
低
い
と
い
え

る
。
入
社
年
に
つ
い
て

は
表
3
4
に
み
ら
れ
る
よ

二
年
）

　
居
住
地
を
み
る
と
表
3
5
に
示
さ
れ
る

が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
そ
の
う
ち
同
社
が
所
在
す
る
御
木
沢
地
区
そ
し
て
そ
れ
に
近
接
す
る
沢
石
、

近
隣
の
主
婦
に
依
拠
す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

者
が
五
人
（
既
婚
者
四
人
）
い
る
が

以
来
の
者
が
十
二
人
を
占
め
て
い
る
が
、
移
動
は
大
き
い
方
で
あ
る
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
既
婚
者
数
）
。
こ
れ
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
の
が
図
3
で
あ
る
。
三
春
町
居
住
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
田
地
区
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
同
社
が

　
　
　
　
　
　
　
上
記
三
地
区
で
の
既
婚
者
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
る
。
ま
た
郡
山
市
居
住

・
こ
れ
も
三
春
町
に
近
接
す
る
西
田
町
か
ら
の
通
勤
者
で
あ
る
。



図3　三春工業女子従業者の地区別居住地
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一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
女
子
従
業
者
の
入
職
径
路
を
総
括
し
て
図
示
す
る
と
図
4
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
さ
き
に
述
べ
た
同
社
周
辺
の
主
婦
依
存
が
入
職
径
路

に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
主
婦
か
ら
入
職
し
た
者
が
一
二
人
で
最
も
多
い
。
学
校
－
地
元
企
業
↓
（
二
）
、
学
校
一
県
外
企
業
1
地
元
企
業
↓

（
三
）
、
主
婦
－
地
元
企
業
↓
（
七
）
の
三
径
路
を
地
元
企
業
か
ら
の
転
職
・
入
職
と
総
括
す
れ
ば
、
こ
の
径
路
も
一
二
人
と
か
な
り
の
部
分

を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
春
工
業
の
設
立
に
よ
り
地
元
企
業
に
就
業
し
て
い
た
近
傍
女
子
労
働
力
を
吸
収
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
点
で

農
村
部
で
の
新
た
な
企
業
設
立
は
、
一
方
で
農
家
主
婦
を
吸
収
す
る
と
共
に
、
他
方
で
在
来
の
地
元
企
業
に
常
に
多
か
れ
少
な
か
れ
労
働
力
需

給
上
で
一
定
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
学
卒
入
職
者
が
三
人
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
卒
者

市
場
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
な
い
。

　
⑥
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男
子
従
業
者
二
七
人
、
回
収
率
一
〇
〇
％
、
女
子
従
業
者
四
二
人
、
回
収
率
一
〇
〇
％
。

　
三
春
製
作
所
は
タ
ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
を
製
作
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
男
子
従
業
者
二
七
人
の
年
齢
階
層
は
表
3
6
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

二
〇
才
代
が
圧
倒
的
に
多
い
。
入
社
は
表
3
7
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
設
立
時
の
者
が
一
〇
人
い
る
。
同
社
の
学
歴
構
成
を
み
る
と
、
高
卒
が

二
二
人
と
男
子
従
業
者
の
半
数
に
達
し
て
お
り
、
さ
き
の
年
齢
構
成
と
あ
わ
せ
る
と
高
卒
U
若
年
労
働
力
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。　

地
区
別
居
住
地
は
表
3
8
お
よ
び
図
5
に
示
さ
れ
る
。
三
春
町
居
住
者
が
多
く
の
部
分
を
占
め
る
が
、
地
区
別
で
み
る
と
三
春
地
区
が
か
な
り

の
割
合
を
示
す
。

　
入
職
径
路
は
図
6
に
示
さ
れ
る
。
径
路
と
し
て
は
、
学
校
－
地
元
企
業
↓
（
一
〇
人
）
、
学
校
－
県
外
企
業
－
地
元
企
業
↓
（
二
人
）
と
い

う
地
元
企
業
か
ら
の
入
職
者
が
一
二
人
と
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
。
そ
し
て
年
齢
的
に
も
二
〇
オ
代
後
半
が
多
い
。
こ
の
点
で
新
た
な
企
業

の
設
立
に
よ
る
既
存
企
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
四
人
は
下
請
企
業
の
、
、
、
ハ
ル
パ
ー
ツ
か
ら
操
業
時

に
経
験
工
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
）
。
つ
ぎ
に
、
学
卒
者
は
六
人
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
比
率
を
占
め
て
は
い
な
い
が
、
三
春
町
の
よ
う
に
男

子
学
卒
者
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
点
で
は
一
定
の
意
味
を
持
つ
（
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
曙
ブ
レ
ー
キ
の
設
立
は
学
卒
者
確
保
に
一
定
の

問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
）
。
な
お
、
学
校
i
県
外
企
業
か
ら
の
入
職
い
わ
ゆ
る
U
タ
ー
ン
が
五
人
お
り
、
年
齢
的
に
は
二
〇
～
二

四
才
層
で
あ
る
。

　
次
に
女
子
従
業
者
を
み
る
と
、
四
二
人
の
う
ち
既
婚
者
が
二
七
人
で
あ
り
、
年
齢
階
層
は
、
表
3
9
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
オ
代
前
半
層

と
三
五
～
四
四
オ
層
と
の
二
つ
の
山
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、
三
春
製
作
所
の
女
子
従
業
者
は
比
較
的
若
い
層
と
中
年
層
と
の
二
つ
の
年
齢
層
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
入
社
年
を
み
る
と
設
立
時
七
三
年
の
者
一
九
人
が
勤
続
し
て
い
る
（
表
4
0
）
。

　
居
住
地
を
み
る
と
、
表
3
5
、
図
7
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
春
地
区
、
中
郷
地
区
そ
し
て
船
引
町
が
多
い
。
事
業
所
所
在
地
の
近
接
地
区
か

　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



図5　三春製作所男子従業者の地区別居住地

その他。

凝
●
●

O
●
●

引船　
O
●

O
O

一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

図6　三春製作所男子従業者の入識径路

6

10 3　　出　向
地元企業

学　校
2

県外企業 地元企業 三春製作所

1

県内企業

5

県外企業

ノk



辱
燵
暑
？
口
蓋
引
目
璽
ゆ
？
葦
▽
匡
園
慮
幽
剛
蛭
眞
旨

　
　
爆
ω
O

　
　
　
　
　
田
“
噺
櫛
鵤
壽
ヨ
卦
申
議
瀞
疎
S
軌
跡
重
縁
聾

　　

@
一
　
　
＝
一
　
　
i
　
　
杢
　
」
喧
　
　
』

藩
8
　
田
暇
婬
壽
ヨ
卦
申
謙
瀞
坤
S
》
件
捨
曽
養
『
蔚

…
劉

」
－
　
壷

刈
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ひ
岳

ミ
岳

一
封
、
一
L
“
一

・・一

ひ

　　一」卜

　　十
“
悼

ら
の
既
婚
圭
舞
働
力
依
存
と
ぢ
づ
↓
だ
〕
こ
で
も
示
さ
れ
る
．
ま
た
、
既
薯
毛
人
の
う
ち
家
で
農
業
を
や
っ
て
い
る
者
一
一
一

人
、
そ
の
う
ち
夫
が
農
業
と
い
う
の
は
僅
か
一
人
で
あ
る
。
農
外
雇
用
の
共
稼
ぎ
が
多
い
こ
と
に
な
る
。

入
職
径
路
を
み
る
と
（
図
8
）
・
主
婦
か
ら
の
入
撃
三
人
で
多
い
．
ま
た
、
学
俘
地
元
企
業
一
（
二
人
）
、
主
婦
一
地
元
企
業
↓
（
一

二
人
）
と
地
元
企
業
か
お
入
職
径
漿
西
人
と
な
る
．
た
だ
し
、
主
婦
－
地
元
企
業
か
ら
の
入
職
三
人
の
う
ち
、
、
、
、
ハ
ル
．
パ
ー
ツ
か

ら
の
入
磐
が
七
人
い
る
・
学
俘
郡
山
企
業
か
ら
の
径
路
が
八
人
い
る
の
は
目
に
つ
く
．
こ
の
う
ち
日
東
紡
か
ら
の
者
西
人
い
る
．
こ
れ

は
学
卒
で
日
東
紡
に
就
職
し
天
～
三
才
位
窓
っ
て
地
元
に
就
職
鐘
ム
象
つ
け
て
帰
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
学
校
桑
外
企

業
か
ら
の
径
路
五
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
き
～
二
三
才
の
者
で
あ
る
．
、
こ
れ
ら
の
径
路
羅
婚
壽
期
旨
マ
ン
し
て
地
元
企
業
に
職

を
求
め
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
．
、
学
卒
者
も
僅
か
で
は
あ
る
が
入
職
し
て
い
る
。

　
2
　
ミ
ハ
ル
精
密

　
ミ
ハ
ル
精
密
は
電
気
時
計
部
品
を
製
造
し
て
い
る
、
コ
パ
ル
精
密
（
郡
山
）
の
下
請
企
業
で
、
男
子
二
人
、
女
子
一
九
人
の
企
業
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
女
子
の
み
を
検
討
す
る
（
回
収
一
九
人
）
．
、

　
女
子
従
業
者
一
九
人
す
べ
て
が
既
婚
者
で
年
齢
は
表
4
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
C
代
後
半
か
ら
五
〇
代
前
半
ま
で
で
占
め
ら
れ
、
高
い
年

齢
層
で
構
灰
さ
れ
て
い
る
。
入
社
年
は
表
磁
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
古
い
者
が
少
な
く
．
比
較
的
新
し
い
七
六
年
が
多
い
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ

る
よ
う
に
、
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
業
者
居
住
地
は
事
業
所
所
在
地
の
岩
江
地
区
と
そ
れ
に
近
接
す
る
郡
山
市
舞
木
地
区
と
安
積
町
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
占
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九



図7　三春製作所女子従業者の地区別居住地
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　表41　ミハル精密女子従業者の年齢構成

19才以下12・一24才125－29才13・一34才135－44才145－54才155才以上i計

　　　ヨ　11」　1P1511119
　表42　ミハル精密女子従業者の入社年別構成

68年69年7・年171年172年173年74年175年76年177年1計

1Pl－1－i413121117t－119

一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
1

（
図
9
）
。
そ
の
点
で
ミ
ハ
ル
精
密
は
全
く
限
定
的
な
主
婦
労
働
市
場
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
入
職
径
路
も
主
婦
か
ら
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で
（
図
1
0
）
、
地
元
企
業
か
ら
の
入
職
者
は

天
だ
け
で
あ
る
・
た
だ
し
、
夫
が
農
業
を
や
っ
て
い
る
の
は
天
、
父
が
農
業
を
や
っ
て
い
る
の
堅

人
で
・
農
業
と
の
か
か
わ
り
美
き
く
は
蘇
．
し
か
し
、
ミ
ハ
繕
密
に
農
村
部
に
設
立
さ
れ
奎
婦

依
存
型
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
④
　
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

こ
の
業
種
に
属
す
る
の
は
七
六
年
操
業
開
始
の
曙
ブ
Y
キ
で
あ
る
．
こ
の
企
業
は
葦
男
勇
勢

を
主
体
と
し
た
企
業
で
あ
る
の
で
、
男
子
従
業
者
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
男
子
従
業
者
総
数
一
五
〇
人
、

回
収
六
七
人
（
回
収
率
四
五
％
）
。

　
年
齢
構
成
な
ど
に
つ
い
て
は
す
で
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
居
住
地
、
入
職
径
路
を

み
る
こ
と
と
す
る
。
地
区
別
居
住
地
は
表
3
8
、
図
n
に
示
さ
れ
る
。
三
春
町
居
住
者
が
圧
倒
的
に
多
い

が
、
船
引
町
、
郡
山
市
も
か
な
り
多
い
。
三
春
町
を
地
区
別
で
み
る
と
、
要
田
、
三
春
、
沢
石
に
集
中
し

て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
地
区
は
僅
か
で
あ
る
。
既
婚
、
未
婚
別
に
み
る
と
、
要
田
地
区
、
沢
石
地
区
そ
し

て
船
引
町
で
の
既
婚
者
の
率
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
地
区
か
ら
は
農
業
か
ら
の
入
職
者
、
中
高
年
層
か
ら

の
入
職
者
が
多
い
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
、
三
春
地
区
、
郡
山
市
か
ら
は
未
婚
者
の
若
年
層
が
入
職

し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
入
職
径
路
で
み
る
と
、
図
1
2
に
示
さ
れ
る
。
入
職
径
路
と
し
て
主
要
な
の
は
学
卒
者
で
三
〇
人

に
達
し
五
割
近
く
を
占
め
る
・
こ
れ
に
岩
槻
毒
か
ら
の
移
動
（
こ
の
部
分
は
、
三
春
毒
設
置
を
予
定
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図9　ミハル精密女子従業者の地区別居住地
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一
三
春
町
に
お
け
る
工
業
的
展
開
と
主
要
企
業
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

し
て
七
四
年
か
ら
岩
槻
工
場
で
技
術
習
得
さ
せ
た
者
を
除
い
た
七
三
年
以
前
の
者
の
み
。
な
お
、
ほ
と
ん
ど
が
三
春
、
郡
山
出
身
で
あ
る
）
八

人
を
加
え
る
と
、
学
卒
者
の
占
め
る
率
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曙
ブ
レ
ー
キ
の
第
一
の
特
徴
は
、
男
子
学
卒
労
働
力
を
吸
収

し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
多
い
の
は
、
農
業
か
ら
の
入
職
者
八
人
で
こ
れ
ら
は
平
均
年
齢
三
七
才
程
度
で
あ
る
。
こ
の
農
業
か
ら
の
入
職
は
、

曙
ブ
レ
ー
キ
が
こ
の
地
区
に
誘
致
さ
れ
た
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
（
居
住
地
と
し
て
要
田
地
区
が
多
い
の
は
そ
れ
に
よ
る
）
。
次
に
郡

山
市
の
企
業
か
ら
転
職
．
入
職
し
た
者
八
人
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
三
春
町
・
船
引
町
か
ら
郡
山
市
の
企
業
へ
就
職
し
た
者
が
転
職
し
て

入
職
し
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
地
元
企
業
か
ら
の
入
職
者
は
三
人
で
少
な
い
。
こ
れ
は
曙
ブ
レ
ー
キ
が
三
春
町
に
進
出
す
る
に
あ
た
っ
て

の
求
人
上
の
配
慮
す
な
わ
ち
既
存
地
元
企
業
に
労
働
市
場
面
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
い
と
い
う
配
慮
が
一
定
程
度
作
用
し
て
い
る
こ
と
の
反

映
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
曙
ブ
レ
ー
キ
の
誘
致
に
よ
り
労
働
力
面
で
は
男
子
学
卒
労
働
力
の
吸
収
、
郡
山
市
・
県
外
企
業
か
ら
の
転
職
、

す
な
わ
ち
U
タ
ー
ン
の
吸
収
、
そ
し
て
農
業
か
ら
の
中
高
年
層
の
受
け
入
れ
が
一
定
程
度
果
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
⑤
　
ビ
ニ
ー
ル
製
品
製
造
業

　
石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
製
造
し
て
い
る
企
業
で
男
子
二
五
人
、
女
子
一
三
人
で
あ
る
（
回
収
率
一
〇
〇
％
）
。

　
男
子
従
業
者
の
居
住
地
を
み
る
と
表
3
8
、
図
1
3
に
示
さ
れ
る
。
石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス
は
要
田
地
区
に
立
地
し
て
い
る
が
、
比
較
的
居
住
地
の
偏

り
が
み
ら
れ
な
い
。

　
入
職
径
路
を
み
る
と
（
図
1
4
）
、
地
元
企
業
か
ら
の
者
が
七
人
い
て
比
率
と
し
て
は
大
き
い
が
、
こ
れ
も
年
齢
的
に
は
高
年
齢
層
で
あ
る
。

入
転
径
路
と
し
て
は
、
様
々
な
径
路
の
者
が
分
散
し
て
入
職
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
女
子
従
業
者
は
主
婦
が
多
く
、
平
均
年
齢
が
三
八
・
九
オ
で
あ
る
。
居
住
地
に
つ
い
て
は
（
図
1
5
）
、
中
郷
地
区
、
船
引
町
か
ら
の
者
が
比

較
的
多
い
。
入
職
径
路
を
み
る
と
（
図
1
6
）
、
主
婦
か
ら
の
径
路
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
地
元
企
業
か
ら
の
入
職
者
は
少
な
い
。
学

卒
者
が
六
人
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
事
務
部
門
の
者
で
あ
る
。
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図15　石橋ハマプラス女子従業者の地区別居住地
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四
ま
と
め
に
か
え
て

三
喬
の
製
造
業
に
つ
い
て
資
料
的
検
討
と
企
業
・
従
業
者
調
査
の
分
婁
宴
っ
て
き
た
．
こ
こ
で
葦
の
隻
め
穿
る
こ
と
と
す

る
の

①
三
喬
の
工
業
的
展
開
急
っ
て
き
た
メ
リ
や
彙
造
業
は
繊
維
業
界
の
構
造
的
不
況
の
な
か
で
厳
し
い
状
況
暑
か
れ
て
い
る
こ
と

が
・
従
薯
数
の
推
移
事
業
所
の
生
成
消
膜
況
を
み
る
こ
差
響
て
署
か
讐
れ
た
．
そ
し
て
、
そ
の
労
働
力
羅
呈
響
依

存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
・
そ
の
年
齢
層
は
総
体
的
に
山
高
い
こ
と
架
さ
れ
た
．
と
く
に
、
主
要
な
筆
で
あ
っ
た
レ
ー
ス
製
造
業
学
卒
者

を
減
ら
し
つ
つ
、
人
員
削
減
を
通
し
て
徐
々
に
主
婦
・
臨
時
工
へ
移
動
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

②
縫
製
業
は
七
。
年
代
に
入
っ
て
拡
大
し
て
き
た
が
、
安
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
小
．
零
細
要
所
緩
し
い
状
況
の
要
塞
か
れ
て

い
る
の③

七
。
年
に
入
っ
て
拡
大
し
て
き
た
電
気
機
械
器
具
製
造
業
は
主
に
主
婦
議
力
集
盤
と
し
て
展
開
し
、
葦
の
U
字
慈
姦
収
し

た
・
し
か
し
・
同
時
に
新
た
華
業
所
の
奮
は
、
地
元
既
存
企
業
か
ら
の
転
職
・
入
撃
無
し
、
労
働
市
場
に
憂
の
イ
ン
パ
ク
ト
竃

え
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
え
な
い
。

④
学
卒
碁
年
畢
蕩
力
量
壊
拠
す
る
慧
用
機
械
器
量
造
業
の
進
出
は
三
喬
に
新
た
隼
卒
市
場
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
・
し
か
し
・
こ
紮
電
気
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
憂
の
畢
嵩
力
を
吸
収
し
て
い
る
企
業
に
今
後
ど
の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
く

か
、
こ
れ
は
現
時
点
で
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
今
後
問
題
と
し
て
生
じ
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
え
る
。
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四
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（
本
稿
は
一
九
七
七
年
に
福
島
大
学
地
域
開
発
研
究
会
が
行
な
っ
た
三
春
町
総
合
調
査
の
工
業
関
係
の
報
告
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
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筆
は
、
一
、
三
の
田
⑧
以
降
が
安
直
量
二
、
三
の
田
①
が
北
村
が
あ
た
り
、
全
体
の
調
整
を
安
富
が
行
な
っ
た
。
一
九
八
○
年
二
月
八
日
）


